
内藤・中沢：精神簿弱、心身障轡の予防、指導等の方法に関する研究

第皿章　自閉症の早期診断について

研究第6部 中　沢　た， え　子

　　　　　　1．　ま　え　が　き

　近年、マスコミなどで自閉症の問題をさかんにとりあ

げ幣よ う廷蓼ったためであろうか、親が自開的特徴とい

う吻に齢燃ねり仔供がかなり働と蔀で
も、また僅かでも、ぞのような傾向、を示すと積極的に相

談に訪れるようになってきた。そうしセ、　「自閉症では

ないで しようか？」 ど、・親の方から・さきに質問してく

るのであ資マそ衆らの中には、たしかに自 開乖と診断す’

るのに｛そう・ちゆうちよする必要のないものも勿論ある

が・経過をみるまでは診断を保留せざるをえないもの・

あるいは自閉症とは云い難く、脳損筋、その他の原因に

より、知能発育遅滞の上に、自閉的傾向が加わっている

も興ど1いろ肺鯛題があるよう曝われ郡

　私は、これら、いろいろと原因を異としながらも、と

もかく、も自閉飾傾向を示す琴例を今日まで約4年間、 追

随的に翻察して来たので、 それらの経過をここに紹介し

たい。 その上で・初期に私がたてた診断と予後の見通し

を、4年後の現在、再検討し、それにもとずいて、自閉

症の初期診断・鑑別診断にはどのような事柄を充分考慮

すべきかに？いて考察をおこないたい。

　　　　　g、　研究の対象および方法い

　対象となる症例は、すべて、 昭和41年4月以降今日にr

至る まで、、 愛育研究所教養相談鼠ゼ心理治療室、および

家庭指導グルーブにおいて取扱いつつあるものである6

症例の選択は、　「その行動、性格に、自閉的傾向が認め

られう」 ということ を必須条件とした。 なお・すびての’

子供に言語障魯が認められたことも共通点である。すべ

ての症例ともに、観察の開始時期は幼児期であり、その

うち幾例かは現在学童期年令となづている。

　わたくしはこれらの症例を、初期にたてた診断を基と

して、疾病論的分類に従い下記のごとく3つのグルーブ

に大別した。すなわち、
、、

Aグルーブ……自閉症（Kannerタイプ、精神分裂病

　　　　　　様、その他のタイブを含める）

Bグルーブ……知熊発育遅滞（種々な原因による）に自

　　　　　　闇的傾向が附随するもの。

Cグル」ブ……生来の知的能力はほぼ正常と思われ、脳

　　　　　　損蕩もなく生育の途上何らかの原因によ

　　　　　　り（先天的、後天的？）自閉的傾向を生じ

　　　　　　ているが、予後は良好と想像される．もの

　以上のような分類をするためには、つぎにのべるよう

な臨床像の基準に従づ顔gこの基準は私がこれまで多く

の症例に接し、それらの経験を通して、適切、かつ必須

と考えたもめであり、状態の発展、経過をみた上で、再

検討するごとを当然のごととしたものセある。

Aグルーブ…・ボ・表情ボ自閉のあり方が冷く、かたい感じ

　　　　　　である。 強迫的固執癖など奇異な癖が目

　　　　　　立つばあいが多い。知能のアソバラソス

　　　　　　があり、その年令相応の知能活動が何か

　　　　　　の折に詔められ1親も頭はそう悪くはな

　　　　　　いのではないか、と供述することが多

　　　　　　 い。器質性を疑わしめるものが見当らな

　　　　　　し、。生育歴で壱よ、』知能発育遅詔綜聾まあまり

　　　　　　主要嬢項ではなく、むしろ生来自閉的で

　　　　　　あること、また、目立った理由もなく、あ

　　　　　　るし ・は心理的外傷とも云える誘因をもと

　　　　　　として、途中から書語や人格の崩壌を来

　　　　　　たしたということ、などが主体である。

Bグループ…・τ・衷情、、とくに目つきが前者に比し柔く、

　　　　　　対人接触のあり方も、それほどに冷くは

　　　　　　なぐ、とくに母親に対しては、部分的に

　　　　　　ではあるが、かなり強度の依存性を示す

　　　　　　ことが多い。知態が全毅に遅滞し、年令

　　　　　　相応の知能活動があまり見出せないo脳

　　　　　　波、神経学的検査、生育歴などから脳損

　　　　　　傷を疑わしめるぱあいがある。

Cグループ……表情、視線は前2者よりも更に柔く、母

　　　　　　あるいは養育者とは、かなり人間的交流

　　　　　　を持つことが出来る時がある。知能は、

　　　　　　言語、対人接触のあり方などの面を除い

　　　　　　ては・全般に・過去から現在まで・年令

　　　　　　に相応して進歩している。

　ここにのべたようなことを、各症例にあてはめ、それ

ぞれのグタープに分類することは、かなり容易である症

一例もあれば、非常に迷わざるをえない症例もあった。私

は診断をつけるに当っては、かならず、母子、ときには
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父母子供に同室で約1時間、いわゆる家族面接を1回な

いし数回行うことに加え・子供の碑ぐ精騨糎脅シ
プの中に導き（とくに精薄でなく七も良いのであるが）1

其処で約1時問すごしながら、母と離れた際の反応、グ

ルーブの中での対人・対物反応などを観察し・・その上で

心理テスト、E．E．G．、親の供述などを参考とした。その

1上で1』坤力、く榊断・浦螺を試みたのである・それら

の中にほ私自身、いまだに疑問を抱いている例もいくつ

かあるが、それについては後章にゆずり、ひとまず、こ

こに症例を紹介する◇

3，症　例　の　紹　介

Aグルーブ

N軌姓縣
1

δ　　9＝8

2　　8　　7：L

3　　3　　6：7

4　　＄　　6＝4

観察
期間

3：皇

3

1：10

2

5　　δ　　5＝皇02＝4

6 舎 5＝4 L＝IO

経 過　・　現 状

2才照言語遅滞に気づく。3才小林提樹先生よ り自南症と診断される。現葎私立小

3年集団適応はほとんど問題なく可彪、心理的成熟も順調に進歩。記憶力計算力は

抜群。読解力がかなり劣るため成績はかなりむらがある、

2才半璽晋語遅滞に気づく、4才6ヵ月より某児相で個人治療、現在も続行。公立小．、

普通クラろ1年に母附添で通学中。友人連の奥似をしたりして一緒に居るζとをよ
ろこぶ」r単語数は多く必要な要求は云うが会話は不可、字に関心を示すが読4密は不

可・外鳶一人で歩き廻り道はよく常えている。ブロック、組立てなどを用レ＞か参り　

知的程度の高い作品を作るが、そのような遊びの時は非常に自閉的、固執的であ為よ

　ノ　　

、2オ願までは言語発達がややおそいか？≧考えられる以外1まむしろ利口翌子ぐいう

印象があった。以後次第に言語崩壌、不眠、拒食、不安状鱒を示すなどg孫オ9ヵ月

初診時琴は精神分裂病様ニュウァソズの強い自閉症のごとし。 以来家庭指導グル7
ブ内で強力な治療教育を受け、自閉的傾向、不安はかなりうすれる。現在、特殊学

級1年に試験的通学中・教師の命令にはかなり従うが学習にはまったく関心を示さ

ぬ。 単語数は多く簡単な応答は可、時折独笑・作喘・了解不可能な反復的遊びなど
があり1 裂病様に見える時もある。㌧状態の良い時は、交流がかなり可能。小学校で

．は自閉的傾向をもった精神薄弱と診断している。

1才半から2才頃迄祖父母の家と両親の家との間を2週問毎に往来している間に、

次第に言語崩壊、不安、無意味に泣く、自閉的となる。以来、単語数は少しづつ増

しているが文章・会話形式にはならぬ。字、〆数に対する関心も・ない」記億力、図形

の把握は割合良いようだが他にはあまり知的進歩はない。時折不安が強く なり了解

不可能な恐怖心を示す。母親がかなり不安定・未成熟なパーソナリ、テイな人で親子、

が共生的に変化していくよう。家庭指導グルーブに約2年問参加しているb

生後6ヵ月の時、自動車礁故に遭遇、車外に放り出されたが鋤合す ぐ泣いたというぷ

そめ後約半年祖父母宅にあずけられ、 母が再会した時は既に反応が少いことに気づ・

いたじうなり声をあげる以外書葉は一切無、 字・敬などに対する関心もない。 しか

1し自分の身を守る、要求を通すなどのためにはかなり智恵を働かせているようにみ

られる。 人間との関係は、ただ自分の要求を通すものというぱあいだけで、r般に

は人間不信感が強い。脳波に棘波出現。投薬により心理印変化は認められない。家

庭指導グルーブ参加中、

』2才、母の病気のため叔母宅にあずけられた時、落着かぬ、人の目を見ない、習語

遅滞などで叔母夫婦が異常を感ずる。以来落着かぬ。いらいらする、禁止をきかな

い、関係が持てぬ、などで親は育てるのに苦労奄する。3才で家庭指導グルーブに

参加、個人治療も併行して受ける。次第に母、治療者の区別な どをし、甘えること，

をよろこぴ簡単な単語を時折発し・かなり進歩レて来た。』』レがし母親が病弱・神経

質で本人壱ごっき倉いき嫉遂に本年10息梅ガ丘病院卒院叫 知鱗騨あ
まり認められなかった。　　　　　　　　　　　”C
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Bグノレープ

No，

1

2

3

4

5

6

7

姓

8

δ

δ

δ

δ

8・

δ

現在
年令，

8：1

6＝3

6

5；U

5；3

5：2

415

観察
期間

3：9

3：9

1：9

3：6

n3

2＝6

1＝9

遅滞に関係することがら

4才まで熱｛生痙攣頻発

E．E．G一発育遅滞

DQ（質問紙法による）

37・

出生時仮死11分

E．E．G一発育遅滞

DQ（質問紙法による）
30

出生時仮死20分

E．E．G－norma夏

DQ推定30

鉗子分娩、水頭症

E．E．G

DQテスト（質問紙法に1

よる）30

嵐生時仮死

E．E，G一棘波《十）

DQ推定
36

性腺発育冗進症

E．E．G一発育遅滞・

DQ推定
50

原園不明

経 過、　現 状

4才頃まではかん黙、母親とも関係を持たず高度の遅

滞と自閉的傾向が目立った。それ以後かなり急速に大

人との関係は進歩し、母の言葉には、ほとんど素直に従

うようになった。 留葉も幼稚ではあるが或狸度の会話

が可能となり、よろこぴの表惰も表現するようになっ

た。しかし他児とは交流せず、自分の興味を持った特

異な遊び、光るステソドグラスを興る角度から眺める

などを反復し、いわゆる子供の遊ぴには発展しない。

家庭指導グルーブ2年終了後通園センターに入る。

1才頃より現在も、なお歌詞は割合よく覚えるが雷語

発達は非常に遅々としている。母、先生との関係は5

才頃までにはかなり密接になったが、知らない人、子

供達に対してはほとん・ど無関心である。投げる、とぶ、

はねる、のぽるなど原始的運動能力は良く、又それに

よって発散を求めることが多く、梼成された遊びはほ

とんどない。家庭指滋グループ2年参加。

家庭にのみ居り、かなり可愛がられ被護されているせ

いか我侭ではあるが、おっとりとした可愛らしさをそ

なえている。最近はかなり母に甘えてくるようだが、

他人、子供達には全く関心を示さぬ。言語能力、惰況

の判断能力などもかなり劣る。

3才頃までは、まったく雷語はなく母にも反応を示さ

なかった。しかし家庭指導グルーブ参加後2～3ヵ月

で先生や玩具と遊ぶことを楽しみ、非常に遅滞してい

るが自閉的印象はまったく薄れたようであった。しか

し、5才、弟出生前後より急速に自閉的、退行的とな

り、指先、口腔内の感触に耽ることのみに陥って了っ

た。ごく最近再び表情に変化が現れ、人からの刺敦に

よろこびをもって反応するようになった。躰が数年の

間に急激に成長しレ線では、骨年令8～9才、トルコ

鞍の変形など脳下垂体の異常を想像させ、近々精密検

査の予定。

2才頃、すでに非常に落着がない、言葉がおそい、な

どで異常を感ずる。放っておけば何処へ行って了うか

もわからず、遊びは糞便をもて遊ぶ、その他、かなり

psychoticなニュウァンスが強い。大人には負ぶわれ

たり、手を引っぱったりし、かなり接近するが、子供

に対しては全く無関心。家庭指導グループ参加中。

自閉性のあり方、強迫的反復的遊びのパターソなど、

自閉症のそれと非常に類似して居る。家庭指導グルー

プに参加すると共に個人遊戯治療を受けている。経過

はかなり順調で、母親と良い関係が出現中。

テレビに出る、ある薬のコマーシャルに異常な関心を
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E．E，G－nQrma1

テスト不能・

持ち同じデザイソの外装の薬を薬局の戸棚か臥無断“

で持ち出して来る g；のこと以外は知的発達はあまウ1

認められず全く各動、 御慢で母親を意識、 区邪するこ

ともなく、排尿便めしつけも未完、本年4月より都立
梅ガ丘病院入院。

111i

8　　8　 4：2　2：9　 原因不明 初歩行2才、指先で物体をカリカリとかくのみでほと

んど人には無関心で知的活動はおよそ見出せなかった

が、3才頃は次第に水に興味を持ち出し、家の中で水

を出せるところのみはよく覚えて行くようになる。言

語はウマ1勿マのみ。現在もtoilet　training未完。圃

形物を食べない。某相談機関で自閉症と診断され、治

療を受けている。

9　　＄　4：l　l；9　原因不明

　　　　　　　　　　　耳，E，G－nor項al

　　　　　　　　　　　DQ推定751

2才須タり言語渾滞、落藩かない、反応しない、など

で異常に黛づく。現在、、単語数はかなりあるが会話に

ならず、又落着きがなへすぐに泣きわめき、フラス

トレーション、トレランスが低い。母を他者とは区別

し、むしろ共生的存在である。かなり関係を作ること

が出来る場合もあるが自分の気に入らないこと、関心

のないこと｝こ対しては、自閉的反応を示す。ひらかな

全部、漢字を幾つカ）よ む5在宅中。

LO　　δ　　4 し：8　新生児黄疽がやや強か？　　身体的発育も幼く・ 能力もあまり高くないが・大人に

・　、　　　　・

たという。　　　　　　　　r　 対しては成長するに従って次第に甘えるようになって

E．E．G一発育遅滞 来ている。しかし時折まったく、しらん顔をしている

DQ推定50 時もあり、子供に対する関心はまったく無い。家庭指
”　 導グルーブ参加中。

u ♀　　7 ＝5　3 母、妊娠初期㌣こ流産レか

かりい黄体亦ルラマ洋射

を牽け為。・ 錫子分焼．

E・ E・奪一騨波、（＋）。

D　Q推定25

極度の内斜視で、初歩行

些よ2才∫5 カ月

初歩行がおそく、言語は皆無、又母に関心も示さぬこ

とから2才頃より異常に黛づく。　4才より家庭指導グ

ループ参加、大人を見ると誰でも背中によじのぽって、

すぐ逆さにひっくりかえってぶら下っているか、両腕

を支えてグルグル廻しをしてもらうことを要求する。

自分の要求通りにしてくれないとすぐ他の大人に移っ

て了う。そうでなければ一人で何時までもグルグルと

小さな円を描いて廻っている。子供にはまったく関心

を示さずいわゆる遊びの発展が無い。以上の様子が足

ぶみ状態で続いていたところが、最近急速に好転し、

体もしっかりし、逆さや、グルグル廻りがすっかり止

み、紙をはった賦』稜木をつんだり彼女なりに何かを

考える遊びが出て来ている。大人に対し、より人間的

関係を作ろうとするようになって来たが他児に対する

関心はあまりない。

L2　　♀　　9；6　5 原因不明
」

E．E．G一発育遅滞

DQ推定25

2才頃までほとんど一部屋に一人置かれてすごした。

しだいに言葉を云わず、 物を放』りなげでかんしやくを

おこすようになり母は心配となり世話をするようにな

った。4才より家庭指導グルーブに参加、個人的、治

療的接触を今日まで続けて受けて来て居り、ごく最近

になって大人との人間関係において衝動を抑制しよう

とする心の働きが育って来ている。
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Cグループ

No．1姓
現在　観察、
年令　期間 初診時状態

経　　過、現　　状

1 8 619 3；9 生まれた時から神経過敏で夜泣きが激．

しかった。1才すぎにはパパ、ママと

云っていたのが2才頃はあまり琴わず
他の言葉もかすれ声で、頭の発音（興

ミカソーミ）　だけ云うようになった。

手のよごれを異常に苦にして盛んに手

を洗い、自分で、ものをたべようとしな・

くなった。これまでの間に母と祖録の

間に本入奪前にし’く、ヒステリッぞ獣

喧嘩が何向かあった。紐を目前で振っ

て見つめるなど自閉的行動があワ・こ

れを無理に止めさぜる とい移 けた泣き

声を出す。大きい音をこわがり家の襲

を電車が遥るたびに家人に“今のは電

車よ、大丈央よ’》と云わせなければな

らないような強迫性が強い。 緊張が非

r常に強く面接室では、体が緊張でこわ

ばり、身動き出来ず、ただ時折嘆息を

出すのみ。視線は敏感に面接者、親に

むけられていたσ

E．El　G－norma1

醗諦が、ほとんど蹴かったものカミ

4才3ヵ月保育園へ入れてから急に出現

！し、昂育園のクラスの子供の名前（15人

ほ～）を数日で全部おぽえて行った。し

かし集団活動は出来ず、子供達との交流

砂なか6た。家の中では、次第に言語
が増し、r 人とは、簡単な日常会謡は出

来るようになって来たが表現のし方は、

かなり幼稚である。 自閉的行動として、

紀をぶる。指先で物をもってそれを振る。

小1年普通クラス在学中だが席にまった

くづかず学校中を俳徊したり、養護学級

の教室ベズり込んで勝手に遊んでいる。

家では字をかなりよく読み轡きし・計算

も出来、グラスの友人の名を全都おぽえ

て了つている。いわゆるbQrderhneau・

tismの様子である。

2＄5：92＝8 隼まれた時から大人しい子供であった

が、2オ智葉をまっ桑1云わず、又殆

んど発声もせず、また反応するごとも

少いが、テレビの簿記の時間や、ヵレ・

ソダーの数字が異常に好きで、それを

与えておけば、何時までも一人遊びを

している5他の子供達に、ほとんど関

心を示さないが、父親母親のことは他・

人 とよく区別し、櫨えてもくる。、

E．E．G－norma1

左きき

3才4均月璽タリ保育園多加、大人しく

て非ゴ ゴしでいるので皆に好力略。又

本人も舗合急速に他の子供達を意識する

一ように嶽らたが、集団行動について行く

ことはかなり困難な様子であづた。4才

後半頃より急に花がひらいたように言語

が進歩しはじめ、集団行動にもどうにか

っいて行力｝れるようになりつつある。決

して自閉的とは云えないが、．｝人で静か

に穣木などで遊ぶことを好む。言藷は奉

だ反響言語的ニウアソスがあり発音のし．

4・たは平旦である・麟は小心・1きまじ、

め、従順で母にかなり依存的である。

3・　、β 　5；7　 3：3 乳児時代は非常に大人しく手もかから

なかった。2才r単語が4つ位云える
が1δパ、》々を云わず・返事もヤない。

一人で黙々と哲学者のような顔をして

大人め新聞や本を眺めたりして遊んで

いる。自分の思うように那が運ばない

とかん しゃくを起こしひっくりかえっ

’て泣きわめき、 なだめようがない。非

常に用心ぶかく段階の上下が抱いても

らわねば出来ない。3才一新聞のテレ

　ビ番組を眺勘ているうちに各テレゼ局

3才7ヵ月より保育園参加い割合急速1こ

他児を嫉ρきり意識し、同時に雷謡が挿

加しは のりる。発音力1非常に悪く、なか蓼

か聞きとれないが・r発声の猛類にはそれ

ほどのおくれはないよう・鰻共1課駕
r園がよいを非常に楽しみとし、ごの間に

録子の関係がかなり密接となるボ4才後

撒物脚に入園・5才頃には他児ど
共に、ごっこ遊びなどが出来るようにな㌧

る。これらと平行して字ばか り・を並べて

轡いてばかりいるよ うな一人遊び炉減少、・

一21一



日本総合愛育研究所紀要 第5集、

事
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の名前の漢字と英語を覚えてしまい親

に盛んに欝かせているうちに、自分で・

醤くことも覚えて．しまう。父母を他人

と区別はするが、ババ、ママと呼んだり、

ハイと返班することをしない。他児に

少し関心が出はじめたが攻撃的である乙

2オ3．ヵ月、本人のみに意味がある特

異な言薬を云い乍ら人に近よって来る。

』そうして大人の持物（眼鏡、時計、万

年筆など）．に関心を寄せ、大人そのもF

のにはあまりなつかない。時計、カレ

ソダーの数字に関心をもって、数字を

読斡屯と1摂出来る，父母を他者と区別

し、 その勲きにはよく目で反塔をし、、

又別れること を嫌がる。他児に対し関

心はある参近寄って僻いかない。家の

台所から聞こえる音（電気釜の音、洗

濯機の帝、 ガス栓をひねる音）比対し

畢常に敏球で隅＝をふさぐ。知っている

童認を開くのを嫌がって泣きわめいた

り、耳をふさいだりしてしまう。

最近はまったくしなくなったどいう。疲一

近転屠のため幼稚園を変えたが、 ・其処で・

は保偲達も以前、問題を持ってし・た子供

であるとは母親に知されるまでは全く気

づがなかったという。又知能テストの結

果はその幼稚園で最高といわれたという。

数学、字に対する関心が非常に強く、4

才頃には、ひらかな、かたかな、アルフ

　ァベットを全部おぽえ、更に、1月から

12月までの月を英語で覚え、それを読む

ことが出来る。又電話番号を覚えるのが
早く、 母親の電話帳の役割をはたしてし

まう己言語は語彙は多いが、会語とはな

らず寄でお擢えた文を彼なりのルールで

現実の場を衷現するのに使う。特定の蚕

．柄についての恐怖心が強く、そのような

時には母にうるさくつきまとう。約1年

問遊戯療法を受け、その後幼稚園2年保

育に参加。次第に適応の度を増し、特定

の子供を好いたりするが、共遊びは出来

ない。家族の人々、好きな人々のことは

充分に意識して、なれた人とは、かなり

会話も可能になりつつある。

　　　　　　　4，症例の検討
　幼児期から学童期にかけて、正常に育つ子供達の成畏

ぶりはめざましいものである。身体、知能、情緒、社会

あらゆる角度からの成熟が進み・ 着々≧つぎの時期べの

基礎がためが、なされる時代なのである。このような時

代に、ここに挙げた子供達は、いろころの意味からのハ

ソディキャッブを背負いながら、どのように成畏したで

あろうか。又、私が初期におこなった疾病論的診断分類

は、それで琿しかったのであろうか。ま鳶、このような

検討をし、綜緯を出すために現在の時期が適当なのであ

ろうか。以上のような命題を持ちながら各グルーブにつ

いて考察を試みよう。

　1．　Aグループ

　自閉症の予後については、5才までに書語を持つよう

になったか否かで、良、不良が大別されるといづた報告

もあるがγかなり多数を対象として調査をすれば、その

ような結果堺出るのかもしれないが、本研究のごとく、

ごく小数を、かなり密接な関係を保ちながら見て来たば

あいなどは、もっと複雑な要因がからみあっていること

を感ずる次第である。

　症例のNo、1はAグループの中で、　また私がこれま

でみて来た多くの自閉症児の中では、もっと、も良くなっ

て来た子供である。現在9才8カ月、はじめ公立小学校

1年生で、まったく適応困難であったため、私立の小学

校へ移り、1年生をもう一度くり返して現在3年生の2

学期を終えようとしている。最近担任教師より、「もうこ

のごろは集団活動、交遊のあり方、ものの考え方など、

クラスの他の子供達と大して変るところがなくなって来

た。特別あつかいをすると、かえって、どうして僕だけ

そうするのか、と云って嫌がるので、皆と同等にあつか

うことにしてみたが・それでも大丈夫、やっていかれそ

うだ」という本当に素晴らしい報告を受けた。かなり交

流がっくようになった自閉症児でも、なかなか踏み込む

ことの出来ない心理的成熟の段階・すなわち・Mah足er

のいわゆるSeparat並on－individuatbh　phase（分離、

独立の時代）、あるいに心理的幼児期から心理的学童期

への移行（いまだ強ぐ残存しているinfanti夏e　wishを

捨て、reality　princip旦eの下に、grouP　egQを頼りと

して生き為時期）、この移行が、本児のぱあいには、小

学2年生の後半から小学3年生の前半にかけて（おおよ

そ9才前後）、あきらかに認められ、そうなると共に、

集団適応がめざましく良くなって行ったのであった、

「なおった一甲…といわれるようなものは本来自閉症では

なかったのだ」などという言葉を以前アメリカできいた
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ことがあるが本児は3才のころ、小林提樹先生により自

閉症と診断され、当時は言語はほとんどなく、幼稚園で

は、まったくと云っても良いほどに適応不可で、床にゴ

ロゴ目と寝そべってすごし、最初の小学校1年の1年問

は、 ほとんど教室内に落ちつかず、校庭を俳徊してすご

し、担任教師より養護学級行きの烙印をおされたもので

あった。その当時、現在の進歩は、およそ想像だに出来

なかったことである。その後何が幸いしたのか、私は、

本児を自閉症であることを承知の上で入学を許可し、 そ

の後も全校をあげてあたたかく見守り・且つ教育をして

来られた学校の方針を先ず第一に挙げ、つぎに比較的白

黒をはっきりつけて、「自閉症の子供でも悪いことをし

た時には悪か．った、ということを、はっきり知らせなけ

ればいけない」とて・時には体罰を加えても・事柄の区

別を教えた父親。それを陰では一生懸命かばい乍ら、気

畏・く導いていた母親。そして本児に とって次第にあこが

れの的とな っていづた3才上の兄の存在。すなわち家族

内のダイナミクスが色々の角度から本児の成長を促すも

のであったことを第二に挙げたいと思う。

　さてNo，2は、やはり現在普通クラスに参加し、集団

適応が・かなり進歩している様子でぢ期待したい子供で

ある。本児も3才4ヵ月初診時には言譜は無く、人をさ

ける傾向が強く、匂を嗅ぐ、物に唇を当る、顔のそばで

右手を軽くふる、床に寝ころんで空間をみつめている、

無目的にあたりをうろうろ歩くなど～比較的煎症自閉症

の印象を与えたものであった。 その後、5才頃より某児

童相談所で、母子共に週一回の面接を受けて来ている

が、この問に驚くほどに変化したのは母親であった。と

いうのは以前はやせて病弱で、医者がよいをし、自うる

さい妓の下で影のうすい存在であったものが・現在では

すっかり太って健康で・自信を持ち・そうして家政の主

権を握り、捜は高血圧のためにすっかり弱ってしまって

いるということ。即ち家族内のダイナミクスにあきらか

な変化が序々に起き、母親が自信をもって子供を育てる

ようになって来た、ということである。

　さてNo．3以下のケースであるが、いづれも家庭指

導グループに参加し、同時に個人的治療関係を一人の先

生と保たせるような治療教育を受けて来ている。現在ま

でに約2年間近く続いて来ているのであるが・要するに

自閉症の心理治療の第2段階に来てもそこで何時までも、

何時までも足ぶみをしている状態である。 とくにNo・4

とNo．6は・子供と母親が・まるで同じ舟に乗った者同

志のように、状態の良い時と悪い時が、ほぽ同時期に襲来

し、共生的絆が非常に強いことを感じさせている。これ

ら母親達に対しては個人面接を繰返してみたが、あまり

進歩は得られず、また夫婦関係もそう容易には改善しそ

うもないような、くい違いを感じさせるものであった。

　ここで診断的意味あいカ・ら問題となることはs　NQ．3

No，4、No．5、No，6の4児共に、またこごには挙げな

かったが、その他に私が見た自閉症児の中にも、かなり

の率において、知能活動の産物であるべき、字、数に対

する関心が出て来ないということである。母親達によれ

ば、記憶力はかなり良いはず、なのであるが、5才、6

才頃になっても字・数を理解しない子供達は大低のばあ

い、 他の面、とくに、遊びの内容などについてもあまり

知的活動が内在しているものとは思えないような貧困さ

が感じられる5やはり最初から精神薄弱であったのだろ

うか？　NO，3などは、入学の問題で茶児童相談所にお

いて糖神科医の診察を受け、　‘‘自閉的傾向をもった精神

薄弱”と診断されている。しかし彼の幼い頃をよく知っ

ているわれわれにとっては、非常に心外なことなのであ

る。彼は最近は・、かなり人との接触もよく・大人しく・

いくらかぽんやりして大 した遊びもしない様子だが、3

才半ごろより5才半位までの状態は、不安、不眠，拒食、

彼自身でも処理することの出来ないほどに極端な両極性

を示し、その病像は、むしろ精神病様と云えるものであ

った。口に入れた食物を、つぎの瞬問にはペッペッと吐

き出してしまい・痩せて来て しまった本児を・一人の先

生が担当して保育時間中背中に負ぶい続けて、好物のヨ

ーグルトを店までつれて行っては、食べさせ、治療の第

1段階に必要ないわゆる good－m鍍herのim3geを子

供に与えることに文字通りつぐしたものであづた。その

後も彼にとって幼少時代において、心理的外傷体験と思

われたある経験をみごとにPlayQutするなど、知能遅

滞児とは思われない面を示したこともあったのである。

　それでは、彼等はやはり自閉症なのであり、その故に

知的障害を2次的に起こしたものである、という従来の

説に安住しても良いものなのであろうか。それとも、彼

等の参加している家庭指導グルーブの総成メムバぞが、

言語も充分持たないかな り重症の知能遅滞児であるため

に、知的刺激が少いためであろうか。それとも家庭その

ものの中に知的刺激を与えるチャソスが少いためであろ

うか。それともこれらの子供達は、まだ乳児期、幼児期

初期の心理的成熟を得ていないので・．もrっと気長く待つ

必要があるのであろうか。いろいろの疑問が湧いて来

る。

　Aグルーブを検討した結果を診断、予後という角度か

ら要約するとつ ぎのよに云えよう。第1に、2才内至4

才半位までにおいては、典型的な揚合には自閉症の診断

を下すことは比較的容易であるが、それ以後の年令にな
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って知的活動の育たない例においては、、疾病論的に見て

精薄との鑑別が困難になることがある、、このようなぱあ

いは、 白か黙かをきめることよりも、前記したごときい

ろいろの角度からの疑問をあてはめて、・〆必要な対策を試

遜いその反応を観察すべきである。 （私は、あまり数に

興味を示さね5才半の自閉症児に、 母親を通して数の概

念を教えさせることを積極的に試み｛成功 じた例を持っ

ている） つぎに子供が示す状態を断片的に見たのみで、

予後を云々することは困難である。む1しろ予後は、それ

以後、 子供がどのような環境に会うか、ということが非

常に重要である。ここで環蝿といづのは～1家族内のダイ

ナミ．クろ、治療的、教育的場と人（先生や友達）などを

含めたものである。そうしてこれらの1つだけで『はな

く、そのすべてに悪まれるか否かが非常に璽要なことで

ある。自閉症児の親から、　「よくなるでしようか∫と屠1

かれたとき、私は「ともかくもやってみましよう。・捨て

ては駄目ですよ」と答えて来ているが、それが予後を物

語るのに、 もっとも正しい言業であると、再確課する こ

とが出来た思いである。

　2．一Bグループ

　近年、 精薄児の糖神症状にっ㌧・て比較的柔軟な見地か

ら論じられるようになり、 更に脳損傷児の性格、 行動特

徴についても くわ しく研究されるようになり、精薄児を

精神医学的立場からみるための色々の糸口を与えられた

思いがする。私は上こに、ともかくも親でさえ関係がつ

けにぐく、㌧また従来の考えで行う集団保育の中ではとて

も救えそうもない知能遅滞児を集めてみた。そうして、

彼等の関心を保づことの困難さ、』また、彼等が私達大人

から離れて、糸の切れた凧のようにつかみどころのない

空間に生きている状態を一応便宜的に自閉的…一・という

響葉を用いた。ところで数年の間、一こめような子供達と

その親達とつき合っているうちに、この子供達の関係の

つかなさは大別して2つの各々に異・った二晶ウブソスの

ものがあるように惑じられて来た。その1つは、いわゆ

る自閉症的な自閉傾向（防禦機能的とも云えよう）であ

り、他は、外界と関係を保つ機能、そク）ものの障害によ

るものと云えよう5症例で分けてみると、 前者にNo，1、

No’6≦No，7、 No、8』．No．9が属し、 後者壱こ　NQ，2、

NQ・3㌧ N・、4、N・．5、N・。10、 NQ，11、N・1エ2などが属

すようである61 しかし両者共に他者のニュウアソスをい

くらかづつ含んでいるものが多く、　（本論文の命題から

はずれるので論じないが） 自閉性を桃成するためには、

幾つかの要閃が第1次的、第．2次的≧からみあっている

ことを教えてくれる好材料である。前者はたしかに幼少

峙代から知的に劣っていたとは云え、 外界との接触のし

、第5集．

方の特徴は良閉症のそれとよく似ている。一すなわち入間

を拒否するが、特定の興味の対象には執着しているゐで

ある。現在 No．6はかなり強力な個人遊戯療法を受け受

いるが、治療関係の進展は自閉症のそれと変るところは

何もない。治療者と非常に密接にな一って来ると共に、，ゴ

ッコ遊びが出来るようになって来ている。ただ異ること

はそれら遊ぴの内容が、かなり幼稚であ＝り、 その幼稚さ

は心理的退行現象に起因するものと云うよりは～・やはり

知能的限界によると思われるものなのである。・ 本児は・』

身体的には元来、知能遅滞を伴う特発性性腺発育充進疵

の典型像を持つものであり、あきらかな知能遅滞児が、1

元来知能はおくれてはいないと云われる自閉症児とほと

んど区別出来ないほど類似した自閉像を示す・ということ

は、非常に興味深いと共に、、増々この間題を混沌とさせ

てしまう問題である。私はこれら前者のグルーヅの子供

達については、未だ自閉症との間に明確な線を引く自信

を持ち合わせていないし、又本当は強いて線を引く必要

はなく、自閉症というものを疾病論的にではなく、力動

的心理学的にアプローチする好材料の1つとして大切に

観察したいもの と考えている。 二

　さて明確に自閉症と区別し、取扱いを考えねばならな

いのが後者に属する子供達である。興味あるこ1とはこれ

らの子供達は大低垂症糟薄を伴った脳損筋児であ駅・そ

の他の脳損傷児の行動特徴を兼ねそなえて いることが多

いのである己異質的障害に基づく body　imageの障害～

自他の関係の認識の障寄、等々、これらの子供達が自分

の周囲の世界をどのように感じ、どのように把握レて し・

るのか、われわれ大人には想像も及ばぬにどに型変て こ

りん”なのではないであろうか5そのような“変てこ り

ん”な世界の中に醗かれた生きものが自閉的反応を起こ

す、ことは当然あり得縛きこ．とと考えてもよかろう。しか

し此処で興味ある・ことは、これらの子供達の自閉性すrら

も周囲の人々の態度により消長が認められ、また＝1対・1

の治療的接近は不可能ではなく、 むしろ必要である．とい

うことである。これは現在家庭指導グルワブにおいて治

療教育というテーマの下に研究されている1ことであり、

本誌川鳥らによる報告を参照されたい。’

　Bグループの考察を粟約するとつぎのごとくである。

彼等が示す自閉的傾向には2つの異6た晶ゴナシ戯のも

のがある。第1は 自閉症のそれと区別がかなり困難な1も

のであり、第2は外界との関係を持つ機能の障齊に諜る

ものである。爾者は、共に放置すれば最悪の状態にやす

やすと陥る危険性を持』っているが、環境改善を含あた治

療教育により、かなりの効果を期待することが苛能と思

われる。
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’3．　Cグルーブ

　このグルーブの4人の子供達は、みな比較的年少の頃

から私がみたものであり、年少児に対する私の臨床経験

が浅からたことにもよるゐであろうか、いずれも診断と

いう意味から、私にとまどいを感じさせたものであ・っ

た。自閉症と去うのにはあまりにも酷であ一り、パーゾナ

リテイの中にかなり育った面を感じさせるものを充分持

っているという印象を与えた。それで経過を追うことと

し、No．2、NQ．3を、親がまだ、ためらうところをすすめ

て、問題児を対象と1する幼稚園の13年保育ぺ入れ｛ 1

対1の治療的保育活動を受けさせてみた。その効果は非

常に上ったようで、，1年後琴は2人共履普通り幼稚園に

移り、更に成長を続け、とくにNQ，3は現在幼稚園の年

長郷．1 ま．逸く 叩題はない挫琴≧で鱒・No・2

は・言講麟のあ肪斉こ曝勢の寿’た鯵あり・今、

後艦督腰すると臆う魁との脚問題舳つ子供
達の中で嫡・酵まレ嘩頻あ喬・、とこ壁N・」と

N側4乾み御鈴時》もっ彰良くな為であう う鴬予想した

の璽し・嘩の蝉聯る醐纐向び鰍鱗騨
つきまとい・年令の成長嚇い雌願郎多くなると

いう現実の下では、かえって自閉疵的ニウアソスが濃く

感じられるような結果になって来ている。何がこのよう

な差異を生んだのであろうか。出発点からしてそれぞれ

異っていたのであろうか。

　私は、これら4人の子供達の3才頃の状態は大同小異

であり、4人のうち、その何れかが、よりよい経過を約束

されているとは、とてもきめ難かったと考える。それ以

後、各ケースと親蜜に知り合って来て、私が最も確信を

もって云えることは、やはり環境的問題についてのこと・

である。すなわちNo．2、No．3の家族内には観雑な葛

藤がなく、夫婦共に、子供の成畏を紫直によろこぶこと

が出来る雰囲気であらた。これに反し・『Noユ、No，4は

家族内のダイナミズムに老人が入り込み、殊に母親が、

そのために自分の生い立ちに受けた葛藤にはまり込み、

子供は母親の未熟な感情の的呼なっていることが非常に

あきらかであった。

　Cグループの要約としてはつぎのごとく云えよう。3

才前後において、言語の遅れが著明、われ関せずで自分

の遊びに耽って異常な印象を与える、しかし自閉症と診

断するほどに人格全体が自閉的であるとは云えない。又

テストに乗らぬためよくはわからぬが、知能はそう劣っ

てはいないらしい…一・そのような子供達の中には、ごく

正常な子供に成長する可能性を持っているものも存在す

る。またその逆に、自閉症という色合いが濃厚になって

来るものも存在する。初期においてその何れの方向に進

むかを見わけることは困難である。問題はむしろ、それ

以後の環擁の良否がかなり重要と思え、Aグルーブの考

察でのべたことと同じ結論が、ここにおいてもあて獄ま

るものと思われる。

　　　　　　　5．総括的考察
　ここにおいてほ、 各グルーブにおいて見出された問題

点を抽出しながら、ふたたび“自閉症における早期診断

について”という本論文の主題を考察したヤた。．

　1．　自閉症としての典型像を示すもの鳳自閉症とし

て診断づけることば容易である。・しかし年令が6才近く

になっても、知的活動の存在を示すサイソがあまり認め

られなくなったときは、精神薄弱との鑑別が困難とな

る。

　2．元来、．知彫理滞参ある上殖自閉症的欝徴が認めら

れる聯り 疾鰍騨ξち争牲体であるか旛じょ

うとすることは麺 り鰍が無いように馳れ為・ むし

ろこのよう雛鰯自暁を力恥群的にア㍗一チ
する好材料とレ1く大切にし準いもの雪為る。

　3． 麟揖蕩児がとく琴紳少の ころ、自閉症す 渥同され

ることが起賜いが、⑳縣9つかなさ撃槻郷
ると、むしろ第1次的に嫁関係を作 る機能の障害による

ものであることが見出される。

　4．　3才前後において、 自閉症と正常との塊界線にあ

るような子供達はその後、その左右いづれかへ移行する

可能性を有している。

　5，　自閉性の質、程度などのみによって予後を予郷す

ることはあまり妥当ではない。予後はむしろ各々の子供

が、1 れぞれの発達の段階においてどのような環境に恵

まれるか・ということにより左右される率が高い。この

意味において。

　6．遅々としてはいるが子供達は必ず成長する可能性

を有しているという見地に立つ時、本来の意味あいから

の予後は思春期以後になってから云々されるべきもので

あろう。

　　　　　　　6．　ま　　と　　め
　私は昭和41年4月以降今日まで、「その行動、性格に、

自閉的傾向が認められる」’ 児達を追随的に観察、治療

して来た。それらの症例を疾病論的診断に基き3つのグ

ループに分類し、各グルーブにおける特徴を考察し、更

にそれらを総括した上で自閉症の早期診断についての問

題について論じた。私は今回この論文をまとめるに当っ

ては、意図的に文献学的理論を排除し、私や・突際に子

供を負ぶったり抱いたりして世話をした人々の・感じた

こと、観察したことを素朴ではあるがそのままに素材と

して呈出することにつとめた。なぜならぱ私達は自閉症
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を識ろうとしているのではなく、自閉症と云われる、あ

るいは自閉的と云われるハxデイキャッブを持つ子珠達

と・その家庭を識り・又治療したいと願っているのであ

るから。

（本研究を舜表するにあたり、研炎費、研究要員の便

宜をお与え頂いた牛島義友研究第8部長、子供難に治療

教育の場を．与えら匁為、津守寒塚庭指導グルrブ主任、子

供達を愛情と汗とで爽際に治療教育された家庭指導グル

ーブ全職員、 ボラマティアの人々、青山学院大学院実習

生、さらに遊戯治療をされた試藤道代嬢、．石割陽子嬢、

各位の御鰯力を、深く感謝申上げます。）
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